
５月�
関西学院大学�

日本経済史セミナー�
「昭和恐慌と�
　平成不況」�

６月�
武庫川女子大学�

生活科学セミナー�
「高分子材料に　�
　ついて」�

�

７月�
大手前大学�

日本中世史セミナー�
「人物をとおして見�

　　る戦国期播磨の歴史」�

８月�
聖和大学�
食品科学�
セミナー�
「食品の�
　生態学」�

�

９月�

大学共同講座・前期�

11月�
●聖和大学�

音楽学レクチャー�
「音と風景～音が創り�
　出すイメージの世界」�

●夙川学院短期大学�
植物学レクチャー�

「植物観察入門～植物�
　と仲良くなるために」�

�

12月�

甲子園短期大学�
古典文学セミナー�
「源氏物語と�
　　歴史につ�
　　　　いて」�

�

来年１月�

関西学院大学�
経済学セミナー�
「加速する少子・�
高齢化と雇用問�
題～外国人労働�
者政策の転換を�
展望する」�

来年３月�

大学共同講座・後期�
　（関西学院大学、武庫川女�
　子大学、大手前大学、�
　夙川学院短期大学）�

10月�
大手前大学�
陶磁史�
セミナー�

　共通テーマ�
　「これからの時代�
　をどう生きるか～�
　本質を見極める眼」�

（甲子園短期大学、兵�
　庫医科大学、聖和大�
　学、神戸女学院大学）�

「京焼の変遷�
～17・18世�
　紀を中心に」�

共通テーマ�
は９月と�
同じ�

推計人口 45万2411人（女 23万6788人　男 21万5623人）世帯数 18万6924　面積 100.18km2（平成15年2月1日現在）

毎月10日（1月は1日）・25日 2回発行�

◇市立幼稚園で4歳児入園希望者を再募集�

　 ‥‥‥‥‥2面�

◇「西宮市民の警察官」賞を5人に贈呈‥‥‥‥‥‥2面�

◇紹興市、スポーケン市への訪問団参加者募集‥‥4面�

◇保健だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6面�

発行／西宮市役所 〒662-8567 西宮市六湛寺町10番3号�
TEL／0798-35-3151（代表）�
ホームページ／http://www.nishi.or.jp/�

編集／総合企画局市長室広報課 TEL／0798-35-3400
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今号の主な記事�

２月25日／第1176号�
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教育委員会は、教育の
振興と発展に功績のあっ
た３個人１団体を教育功
労者として、２月２５日に
表彰します。

森
本
近
司
さ
ん

水
越
敏
行
さ
ん

�
原
禧
雄
さ
ん

◆
森
本
近
司
さ
ん

西
宮
市
図
工
教
育
研
究
会
会

長
を
務
め
る
な
ど
長
年
、
美
術

教
育
の
推
進
に
努
め
る
。
そ
の

間
創
作
活
動
に
も
精
力
的
に

励
み
、
国
内
外
の
美
術
展

に
も
積
極
的
に
出
品
し
、

数
々
の
賞
を
受
賞
。ま
た
、

市
展
の
審
査
員
と
し
て
、

市
民
の
創
作
活
動
の
啓
発

普
及
に
も
努
め
た

◆
水
越
敏
行
さ
ん

昭
和
４８
年
西
宮
市
立
教

育
研
究
所
の
委
託
研
究
グ

ル
ー
プ
の
指
導
に
携
わ
っ

て
以
来
３０
年
間
、
総
合
教

育
セ
ン
タ
ー
の
研
究
指
導

を
務
め
る
。
生
活
科
の
新

設
や
情
報
教
育
・
総
合
的

な
学
習
の
時
間
の
導
入
等

教
育
の
大
き
な
節
目
の
際
、

そ
の
道
筋
に
大
き
な
示
唆
を

与
え
た◆�

原
禧
雄
さ
ん

市
立
西
宮
高
校
理
数
コ
ー
ス

発
足
時
か
ら
そ
の
発
展
・
充
実

に
尽
力
。
ま
た
、
学
校
長
と
し

て
高
校
改
革
の
進
展
に
対
応
す
る

べ
く
「
将
来
構
想
検
討
委
員
会
」

を
設
置
し
、具
体
的
な
準
備
を
進
め
、

「
活
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」を
推
進
し
た

◆
西
宮
夙
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

発
会
以
来
、
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
健
全

の
育
成
に
向
け
て
多
彩
な
活
動
を
続
け
、
特

に
昭
和
６１
年
か
ら
「
西
宮
市
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
兼
選
手

権
大
会
」
を
開
催
す

る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
と
お
し
て
青

少
年
健
全
育
成
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
る

西
宮
夙
川
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
主
催
の
ミ
ニ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

西
宮
市
大
学
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、市
内
各
大
学
と
連
携
し
て
、

市
民
対
象
講
座
「
イ
ン
タ
ー
カ

レ
ッ
ジ
西
宮
」
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

平
成
１５
年
度
に
予
定
し
て
い

る
講
座
は
左
記
の
と
お
り
。
講

座
に
よ
り
、
定
員
は
４０
人
か
ら

１
２
０
人
、
受
講
料
は
１
５
０

０
円
か
ら
３
０
０
０
円
程
度
で

す
。
在
勤
・
在
学
者
も
受
講
で

き
ま
す
。

各
講
座
の
募
集
期
間
は
、
お

お
む
ね
開
講
月
の
前
々
月
２５
日

か
ら
前
月
１５
日
ま
で
。
申
込
方

法
な
ど
詳
し
く
は
、
講
座
ご
と

に
順
次
同
セ
ン
タ
ー
で
掲
示
す

る
ほ
か
、
本
紙
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問
合
せ
は
同
セ
ン
タ
ー
（
０

７
９
８
・
６
９
・
３
１
５
５
）

へ
。�

４
月
開
講
講
座
の

受
講
生
を
募
集
�

今
回
は
、
４
月
開
講
講
座
の

受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

定
員
は
各
１
２
０
人
。
申
込

は
ハ
ガ
キ
に
希
望
セ
ミ
ナ
ー
名
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
電

話
番
号
を
書
き
、３
月
１５
日（
必

着
）
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒

６
６
３
―
８
０
３
５
北
口
町
１

―
２
ア
ク
タ
西
宮
東
館
６
階
）

へ
。
多
数
の
場
合
抽
選

★
音
楽

セ
ミ
ナ
ー

４
月
２
・
１６

・
２３
・
３０

日
の
午
後
１
時
半
か
ら
。
テ
ー

マ
は
「
歌
曲
入
門
〜
ド
イ
ツ
・

リ
ー
ト
の
楽
し
み
」
。
講
師
は

神
戸
女
学
院
大
学
助
教
授
で
オ

ペ
ラ
歌
手
の
橘
茂
さ
ん
。
受
講

料
３
０
０
０
円

★
医
学レク

チ
ャ
ー

４
月
１５
・
２２
日
の
午
後
６
時

半
か
ら
。
テ
ー
マ
は
「
肝
臓
病

と
の
付
き
合
い
方
」
。
講
師
は

兵
庫
医
科
大
学
助
教
授
・
中
村

秀
次
さ
ん
。
受
講
料
１
５
０
０

円
熱
心
に
講
座
に
聞
き

入
る
受
講
生
の
皆
さ
ん

子
ど
も
た
ち
に

様
々
な
体
験

の
実
現
を

平
成
１４
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
る
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」

の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
教
員
の
指
導
だ
け
で

な
く
学
校
外
の
協
力
も
得
な
が

ら
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
学
び

の
充
実
、
開
か
れ
た
学
校
の
推

進
を
図
ろ
う
と
、
市
は
、「
学
校

サ
ポ
ー
ト
に
し
の
み
や
」
�
さ

さ
え
�
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。今

回
は
、
１５
年
度
同
事
業
の

一
環
で
あ
る
「
環
境
・
美
化
サ

ポ
ー
ト
、
教
育
サ
ポ
ー
ト
」
を

実
施
す
る
た
め
の
支
援
者
を
募

集
し
ま
す
。
問
合
せ
は
学
校
教

育
課
（
０
７
９
８
・
３
５

・
３
８
４
９
）
へ
。

�
サ
ポ
ー
ト（
さ
さ
え
）

内
容
�

◇
環
境
・
美
化
サ
ポ
ー
ト

学
校
で
植
樹
・
栽
培
し
て
い

る
植
物
の
ケ
ア
・
整
備
や
花
壇

づ
く
り
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全

・
安
心
な
学
校
生
活
保
持
の
支

援
、
学
校
で
飼
育
し
て
い
る
動

物
の
ケ
ア
な
ど

◇
教
育
サ
ポ
ー
ト

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

等
で
の
指
導
・
協
力
や
、
中
学

校
の
部
活
動
で
の
専
門
的
な
知

識
や
技
能
を
用
い
た
指
導
・
協

力
、
小
学
校
英
語
活
動
補
助
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習
補
助
、
学

校
図
書
館
運
営
支
援
な
ど

�
対
象
・
報
酬
�

対
象
は
学
校
教
育
に
理
解
の

あ
る
人
で
、
教
員
免
許
は
不
要

で
す
。
活
動
に
対
し
て
報
酬
な

ど
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

�
応
募
方
法
等
�

各
小
・
中
・
養
護
学

校
か
教
育
委
員
会
に
置

い
て
あ
る
「
支
援
者
」

登
録
用
紙
に
必
要
事
項

を
書
き
、
提
出
を
。
そ

の
後
、
各
学
校
が
支
援

者
と
し
て
依
頼
し
た
い

場
合
に
連
絡
し
、
日
程

や
支
援
内
容
に
つ
い
て

調
整
し
ま
す

▽
市
内

全
域
ど
の
学
校
で
も
活
動

で
き
る
人
…
市
教
育
委
員
会

で
登
録
を
▽
地
域
の
学
校
の
み

で
活
動
で
き
る
人
…
各
学
校
で

登
録
を

学
び
の
充
実
に
あ
な
た
の
知
識
・
経
験
を
�

インターカレッジ西宮
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功功績績ののああっったた３３個個人人１１団団体体にに

�
さ
さ
え
�事
業
の

支
援
者
を
募
集
し
ま
す

知的好奇心を
くすぐる講座がいっぱい

�
４月開講分は
こちら�

次号３月１０日号は
９日の朝刊に
折り込み
ます


